
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、財
源
、人
材
、災
害

■
自
然
災
害

年　　　焦焦　点
外
国
人
も
安
心
し
て

滞
在
で
き
る
環
境
を

■
観
光
振
興
財
源

出
国
税
の
徴
収
開
始

宿
泊
税
導
入
増
加
か

観
光
業
界
で
独
自
の

地
域
支
援
策
検
討
を

　

■
人
手
不
足

外
国
人
材
と
生
産
性

人
へ
の
投
資
が
急
務

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（５） 第２９６８号第３種郵便物認可２０１９年（平成３１年）１月１日（火曜日）

　２０１９年は観光業界
にとってどんな年になる
のだろうか。ここではキ
ーワードとなりそうな四
つの話題を取り上げ、記
者が独断と偏見で切って
みた。

　
２
０
１
８
年
上
半
期（
１
～
６
月
）

の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
前
年
同

期
比

・
６
％
増
の
１
５
８
９
万
９

千
人
を
記
録
。

市
場
全
て
が
過
去

最
高
に
な
る
な
ど
、
順
調
に
推
移
し

た
。
６
月
単
月
も
前
年
同
月
比

・

３
％
増
と
大
き
く
伸
び
た
（
日
本
政

府
観
光
局
発
表
）
。

　
し
か
し
７
月
は
伸
び
率
が
５
・
６

％
増
と
鈍
化
し
た
。
大
阪
府
北
部
地

震
や
西
日
本
豪
雨
の
影
響
で
、
韓
国

か
ら
の
旅
行
者
数
が
５
・
６
％
、
香

港
か
ら
の
旅
行
者
数
が
３
・
３
％
、

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
こ
と
が
響
い

た
。
８
月
も
韓
国
か
ら
の
旅
行
者
数

が
４
・
３
％
減
少
し
、
全
体
で
４
・

１
％
増
と
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ

た
。

　
そ
し
て
９
月
。
前
年
同
月
比
５
・

３
％
減
と
、２
０
１
３
年
１
月
以
来
、

５
年
８
カ
月
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ

た
。
台
風

号
に
よ
る
関
西
国
際
空

港
の
閉
鎖
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

の
影
響
で
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、

香
港
の
東
ア
ジ
ア
４
市
場
が
軒
並
み

ダ
ウ
ン
し
た
。

　
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

さ
を
改
め
て
示
し

た
格
好
だ
。
た
だ
、

月
は
１
・
８

％
増
と
、
低
い
伸
び
率
な
が
ら
２
カ

月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
進
め
ば
年
間
の
外
国
人
旅

行
者
数
は
３
１
４
８
万
人
。

月
、


月
が
前
年
と
同
数
だ
っ
た
場
合
も

３
１
０
１
万
人
と
、
初
の
３
千
万
人

超
え
は
確
実
と
見
ら
れ
る
。

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
台
風

号
や

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
、
外
国

人
旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
が
不
十
分

だ
っ
た
と
し
て
、
非
常
時
の
外
国
人

旅
行
者
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め

の
緊
急
対
策
を
決
定
。
多
言
語
対
応

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
、
災
害
情
報

を
通
知
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

ア
プ
リ
な
ど
の
機
能
や
態
勢
を
強
化

す
る
と
し
た
。
言
葉
が
分
か
ら
な
い

外
国
人
に
と
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と

き
頼
り
に
な
る
ツ
ー
ル
と
な
る
だ
ろ

う
。

　
米
国
の
旅
行
雑
誌
の
「
旅
行
先
と

し
て
魅
力
的
な
世
界
の
大
都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
東
京
が
１
位
、
京
都
が

２
位
と
ワ
ン
・
ツ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
を
飾
っ
た
。
日
本
が
魅
力
的
な
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
に

異
を
唱
え
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　
唯
一
と
い
え
る
ネ
ッ
ク
は
多
発
す

る
自
然
災
害
だ
。
も
し
も
の
と
き
も

安
心
し
て
滞
在
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。
日
本
を
世
界
に
冠
た
る

観
光
大
国
に
押
し
上
げ
る
た
め
に
、

地
方
レ
ベ
ル
で
も
欠
か
せ
な
い
取
り

組
み
だ
。
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　
日
本
の
人
口
構
造
は
少
子
高
齢
化

に
伴
い
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進

む
。
産
業
界
で
は
人
材
、
人
手
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
手
不
足
の
対
策
の
一
つ
と
し
て

政
府
は
外
国
人
材
の
就
労
拡
大
に
か

じ
を
切
っ
た
。
新
た
な
在
留
資
格
の

創
設
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
出
入
国
管

理
法
が
成
立
し
、
２
０
１
９
年
４
月

以
降
、
新
制
度
で
の
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
が
始
ま
る
。

　
新
た
な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」

の
受
け
入
れ
業
種
に
は
、
人
手
不
足

が
深
刻
な
分
野
と
し
て
宿
泊
業
を
含

む

業
種
を
予
定
。宿
泊
業
界
で
は
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
業
４
団
体
が
連
携
し

て

年

月
に
「
宿
泊
業
外
国
人
労

働
者
雇
用
促
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
外
国
人
材
の
活
用
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
政
府
は
、
新
制
度
の
検
討
の
初
期

段
階
か
ら
受
け
入
れ
業
種
の
一
つ
に

宿
泊
業
を
挙
げ
て
い
た
。
宿
泊
業
に

着
目
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
を
経

済
成
長
や
地
方
創
生
の
柱
に
据
え
る

中
、
「
人
手
不
足
で
シ
フ
ト
を
組
め

ず
、
部
屋
が
空
い
て
い
て
も
客
を
受

け
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
状
況
へ
の

危
惧
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
受
け
入
れ
人
数
の
上
限
設

定
な
ど
を
含
め
て
新
制
度
に
よ
る
外

国
人
材
の
活
用
が
、
す
べ
て
の
人
手

不
足
問
題
を
解
決
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
人
手
不
足
に
関
し
て
宿
泊
業
が

抱
え
る
本
質
的
な
課
題
に
は
、
国
内

人
材
の
確
保
や
生
産
性
向
上
が
あ

り
、取
り
組
み
の
強
化
が
不
可
欠
だ
。

　
日
本
生
産
性
本
部
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
生
産
性
協
議
会
の
生
産
性
向
上
戦

略
Ｐ
Ｔ
は
、

年

月
に
提
言
を
公

表
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
で

労
働
力
獲
得
が
常
に
困
難
に
な
る
局

面
を
「
労
働
力
喪
失
時
代
」
と
位
置

付
け
、
「
マ
ク
ロ
の
経
済
規
模
の
拡

大
を
目
指
す
『
成
長
戦
略
』
か
ら
、

労
働
者
１
人
当
た
り
の
付
加
価
値
の

抜
本
的
な
増
大
に
焦
点
を
当
て
る

『
生
産
性
向
上
戦
略
』
に
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
提
言
し
て
い
る
。

　
提
言
で
は
具
体
的
に
、
企
業
の
新

陳
代
謝
を
促
す
産
業
政
策
へ
の
転

換
、
Ｉ
Ｔ
や
サ
ー
ビ
ス
工
学
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
人
口
減

少
に
伴
う
消
費
減
退
に
対
し
生
産
性

向
上
に
見
合
っ
た
労
働
分
配
率
の
向

上
に
よ
る
購
買
力
強
化
な
ど
、
社
会

経
済
全
体
の
変
革
を
訴
え
て
い
る
。

　
労
働
力
の
希
少
性
が
増
す
中
、
産

業
界
に
は
外
国
人
材
を
活
用
し
つ
つ

も
、
従
来
以
上
に
生
産
性
向
上
を
推

進
し
、
人
材
へ
の
投
資
を
強
化
す
る

取
り
組
み
が
必
要
だ
。
【
向
野
悟
】

　
国
際
観
光
旅
客
税
（
出
国
税
）
の

徴
収
が
１
月
７
日
か
ら
始
ま
る
。
日

本
を
出
国
す
る
際
に
、
１
人
当
た
り

千
円
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

外
国
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
も
対

象
だ
。

　
出
国
税
は
飛
行
機
や
船
舶
の
チ
ケ

ッ
ト
が
発
券
さ
れ
る
際
に
代
金
に
上

乗
せ
さ
れ
る
形
で
徴
収
さ
れ
る
。
税

収
は

年
度
（

年
１
～
３
月
）
に

約

億
円
、

年
度
は
約
５
０
０
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
財
源
は
「
快
適
な
旅
行
環
境
の
整

備
」
「
日
本
の
多
様
な
魅
力
に
関
す

る
情
報
発
信
強
化
」
「
地
域
固
有
の

文
化
・
自
然
な
ど
を
活
用
し
た
観
光

資
源
の
整
備
」の
３
分
野
に
充
て
る
。

具
体
的
な
使
途
は
閣
僚
で
構
成
す
る

「
観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
」
や
省

庁
の
局
長
級
を
中
心
と
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
有
識
者
の
意
見
を

聞
い
て
決
め
る
と
い
う
。

　
出
国
税
は
今
後
ず
っ
と
課
せ
ら
れ

る
。短
期
的
な
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、


年
先

年
先
を
見
据
え
た
中
長
期

的
な
計
画
も
必
要
だ
。

　
出
国
税
は
１
９
９
２
年
の
地
価
税

導
入
以
来
の
新
税
。
財
源
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
の
か
分
か
る
よ
う
に

透
明
性
が
確
保
さ
れ
、
税
負
担
者
が

そ
の
効
果
を
し
っ
か
り
と
感
じ
入
ら

れ
る
よ
う
な
使
い
方
に
徹
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。

　
一
方
、
宿
泊
税
の
導
入
に
踏
み
切

る
自
治
体
も
増
え
そ
う
だ
。
現
在
、

東
京
都
と
大
阪
府
、
京
都
市
が
導
入

し
て
い
る
が
、
金
沢
市
や
福
岡
県
と

福
岡
市
、
島
根
県
松
江
市
な
ど
で
も

導
入
の
動
き
が
出
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
４
月
を
め
ど
に
導
入
す

る
予
定
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
簡
易
宿

所
、
民
泊
な
ど
市
内
の
宿
泊
施
設
を

利
用
す
る
全
て
の
宿
泊
者
が
対
象

で
、
１
人
１
泊
に
つ
き
、
宿
泊
費
が

２
万
円
未
満
の
場
合
は
２
０
０
円
、

２
万
円
以
上
は
５
０
０
円
を
予
定
し

て
い
る
。

　
松
江
市
の
松
浦
正
敬
市
長
も
導
入

に
前
向
き
で
、

月
定
例
市
議
会
で

導
入
を
検
討
す
る
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。
時
期
は
未
定
。

　
福
岡
県
と
福
岡
市
は
別
々
に
制
度

原
案
を
固
め
て
お
り
、
異
例
の
ダ
ブ

ル
導
入
の
可
能
性
が
出
て
い
る
。
二

重
課
税
と
な
れ
ば
宿
泊
客
の
負
担
が

増
す
だ
け
で
な
く
、
税
を
徴
収
す
る

宿
泊
事
業
者
も
県
市
双
方
へ
の
納
税

な
ど
事
務
が
煩
雑
化
す
る
だ
け
に
、

県
と
市
の
調
整
を
望
む
声
も
少
な
く

な
い
。

　
出
国
税
と
同
様
、
こ
ち
ら
も
観
光

振
興
に
役
立
つ
よ
う
な
使
い
方
を
す

べ
き
だ
。
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
２
０
１
８
年
の
観
光
業
界
を
振
り

返
る
と
自
然
災
害
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
１
年
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
２
月
に
は
「
北
陸
豪
雪
」
、
４

月
９
日
に
「
島
根
県
西
部
地
震
」
、

６
月

日
に
「
大
阪
府
北
部
地
震
」

が
起
き
た
。
特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
と

重
な
る
７
～
９
月
に
大
き
な
災
害
が

集
中
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に

か
け
て
の
「
平
成

年
７
月
豪
雨
」

は
西
日
本
を
中
心
に
大
雨
を
も
た
ら

し
た
。
９
月
の
「
平
成

年
台
風


号
」
で
は
関
西
国
際
空
港
が
閉
鎖
に

追
い
込
ま
れ
、
北
海
道
で
初
の
最
大

震
度
７
を
観
測
し
た
９
月
６
日
の

「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
で
は
道

内
ほ
ぼ
全
域
で
停
電
も
発
生
し
た
。

　
観
光
庁
の
発
表
に
よ
る
と
７
～
９

月
期
の
日
本
人
の
国
内
延
べ
旅
行
者

数
は
宿
泊
、
日
帰
り
の
合
計
が
１
億

６
４
２
４
万
人
と
な
り
、
相
次
ぐ
自

然
災
害
の
影
響
な
ど
で
前
年
同
期
比


・
２
％
減
と
な
っ
た（
速
報
値
）。

拡
大
が
続
く
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

の
勢
い
も
止
め
、
９
月
は
前
年
同
月

比
５
・
３
％
減
の
２
１
６
万
人
と
、


年
１
月
以
来
、
５
年
８
カ
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
実
績
を
下
回
っ
た
。

　
大
手
旅
行
会
社
の
販
売
に
も
打
撃

を
与
え
た
。
自
然
災
害
の
影
響
で
旅

行
の
取
消
な
ど
が
発
生
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

は

年
上
期
（
４
～
９
月
）
の
決
算

で
国
内
旅
行
売
上
高
が
約
１
０
０
億

円
減
収
し
た
。
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
も
約

億
円
の
影
響

を
受
け
た
と
い
う
。

　
日
本
は
火
山
列
島
で
あ
り
、
い
つ

ど
こ
で
地
震
や
噴
火
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
。
温
暖
化
の
影
響
で
気

候
、
気
象
が
変
化
、
夏
は
年
々
暑
く

な
り
、

年
の
夏
は
全
国
各
地
で


度
前
後
を
観
測
し
た
猛
暑
だ
っ
た
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
が
さ
ら
に
進
行

す
れ
ば
、大
雨
の
発
生
数
が
増
加
し
、

強
い
台
風
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
も
は
や
自
然
災
害
は
異
常
事
態
で

は
な
く
、
あ
る
程
度
起
こ
る
と
の
心

構
え
が
必
要
だ
。
西
日
本
豪
雨
で
は

「

府
県
ふ
っ
こ
う
周
遊
割
」、北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
は
「
北
海
道
ふ

っ
こ
う
割
」
と
政
府
に
よ
る
観
光
支

援
策
が
打
ち
出
さ
れ
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
が
、国
の
支
援
に
頼
る
だ
け
、

そ
れ
を
待
つ
だ
け
で
い
い
の
か
。
起

き
て
か
ら
策
を
練
る
の
で
は
一
歩
遅

れ
る
。
風
評
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
も
初
動
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
い

い
。行
動
計
画
、組
織
、
資
金
な
ど
観

光
地
域
支
援
の
基
本
的
な
枠
組
み
を

旅
行
業
界
、
観
光
業
界
が
事
前
に
持

っ
て
お
く
こ
と
を
検
討
す
る
時
期
に

来
た
の
で
は
な
い
か
。【
板
津
昌
義
】


